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○ 教育長の学校訪問、先月もたくさん行かれているので、状況等教えていただ

きたい。 

○ 小学校はやはり本当に先生と子どもの距離が近いので、お伺いしたときも校

長が私を教室へ連れて入ってくれるのだが、どの学校もものすごくフレンドリ

ーである。校長が平素から恐らくそういう仕掛けをしているのだと思うのだ

が、私も校長時代はそのようにしていた。非常に子どもたちも親しく仲がいい。

５月に行った財田小学校も浦安小学校も鹿田小学校も本当に子供との距離が

近いなというのは思った。 

 それから、福浜中学校の校長は県の中学校長会の会長でもあり、在籍が長い

ということもあるが、生徒が校長先生に対して尊敬しながらも、フレンドリー

に話しかけたりという、本当に人間関係を上手につくっていらっしゃるなとい

うのを今回感じた。 

 繰り返すが、いろんな、学力向上についても問題行動の対応についても、そ

れから今年は働き方改革もつけ加えていっているのだが、こういうことをやっ

ていますということを流暢に、本当に実践していらっしゃるんだなというのを

感じるような答えが返ってくる。 

 岡山後楽館高校は三宅教育次長と一緒に行った。校長がかわったのでいろん

な話をしに行って、ちょっと通常の私の学校訪問とは違うのだが行かせてもら

った。初めて校長になられた方ではあるが、本当にちゃんとしたビジョンを持

っておられるし、問題点もよくわかっていたり、いい方が来たなというのを感

じた。 

 以上である。 

○ では８番目の働き方改革についてのワーキンググループの会議。新聞でもさ

っとは拝見したのだが、具体的に部活動とか、そのほか話題になったことがあ

ったら教えていただきたい。 

○ 教育給与課が本日、都合で出ておりませんので、かわりに説明させていただ

く。 

 出た意見であるが、第１回目とダブったものもあるのだが、例えば学校アシ

ストについては、援助作業等をしていただいて大変助かっているというご意見

があった。 

 それから、同じく部活動外部指導員についても、未経験の分野の部活動等の

顧問の先生、大変なのだが、そういった部分に対してこれもとても助かってい

るというようなご意見があった。 

 それから、部活動については保護者の中に長時間部活動を望む方がおられ

る。そういった背景もあり、若い先生の中には、朝練習しないといけないよう

に感じている先生もおられる。安全面等から考慮するとしない方がいいのかも

しれないが、そういった意味でやっていると感じるところがあるというような

ご意見もあった。 

 それから、市教委からの文書であるが、なかなか現場は減っているようには
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今のところ感じてないと。中には毎年少しずつ様式が変わっているので、その

対応等があるので大変な部分もあるというようなご意見があった。 

 それから、あとは研修会議の回数がやはり現場からすると非常に多いと感じ

ると。人数の少ない学校であれば、先生が何人も研修や会議に行っているよう

な状況があるというご意見もあった。特に年度始めに多いと思うのだが、今回

年度始めに当会議を開催してしまったという反省もあった。 

 それから、春の運動会の関係で振替を月曜日にとられておるのだが、その日

に別の出張の予定が先に入って、せっかくの振替なのに休みがとれないという

ご意見があった。 

 それから、これも市役所全体に多いのだが、学校で配って欲しいという資料

やビラを学校に送っているのだが、それが大変多いと。それから、枚数も生徒

全部に来ればわかりやすいのだが、中には１０枚とか２０枚の半端な数を持っ

てこられたらどうも困るという感想やご意見があった。 

 それから、資料項目の２の際の督促をするということはちょっと負担感があ

るというご意見もあった。 

 それから、留守番電話を導入するにしても、要は現場の方から言うのは、自

分たちの負担が軽くなるということなので、ちょっと言いにくい部分もあると

いうことで、そういったことについては市教委のほうから地域、保護者の方に

説明をしていただくとありがたいというか、そうしていただきたいというよう

なご意見があった。 

 大体このような意見があった。 

 以上である。 

○ よくわかった。参加された現場の先生の人数はちょっと少ないようなのだ

が。そのワーキンググループの方たちは、例えば校長会とか主幹教諭とか、そ

ういう方々で意見を集約しているのか。それとも全く個人の意見で言われるの

か。 

○ 基本的には個人のご意見だが、校長先生、それから主幹教諭の皆様方である

から、ある程度経験を積まれてる方であるので、そういったことでいわゆる一

般的な学校の代表的なご意見をいただいてるとは思っている。 

○ 今報告してくれたのはどれも予想されていたようなことだろうから、多分集

約すると一緒だろうなとは思うが、それに対しての回答いうのか、こちらで工

夫するとか、そういうことはこの場で言えるのか、それともそれはまた改めて

まとめてということになるか。 

○ その回答というのが、ワーキンググループなので、どうしていったらいいか

ということになると思う。ただ、現場の先生はお忙しいので、一緒に考えて何

か作り上げるということにはなかなかならないと思うので、今、議会でフリー

で意見をいただいておるので、それを教育委員会グループとして何らかの格好

で柱立てをして、それに対してまたご意見をいただくという方法もあるのかな

とは思っている。 

○ 部活動などは現場の考え方もいろいろな意見があって、保護者の方もいろい

ろな感想があると思うので、すぐには動けないと思うのだが、ある程度は動い

ていると思うが。先ほど言われた報告等の様式というのは、時々耳にするが、

少し対応が必要に思う。 

○ 対応できることであるので。すでに随時対応できるものはしていくようには

考えている。 

○ それから、学校に送っている資料やチラシは、学校が枚数を数えて配るもの

であるとか、教室に１枚入れたらいいものだろうかどうだろうかというのは、

判断が少し煩雑になっているのだと思う。 
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○ 検討が要ると思う。 

○ できるとこから簡素化が必要であるのではと思っている。 

○ お聞きしたかもしれないが、今回の出席者が中学校と小学校ということなの

だが、こども園や幼稚園というのは、別に考えていくということになるのか。 

○ こども園などは、岡山っ子育成局の主管になるので、教育委員会としては基

本的には小・中学校の先生方に限らせてやらせてもらっている。 

○ それは事務局で聞き取りをされているということなのか。 

○ 詳細な様子は聞いていないが、そうである。 

○ ９番目の成人式の集いは、もう１８歳でも２０歳でも将来的にどちらでも選

べるのか、集いをする自治体は。 

○ 国会のほうで決まり、当課、局としてもまた今後検討していこうという話に

なっており、結論としてはまだ出してないのだが、法務省のほうも成人式への

影響は避けられないとか、政府のほうも対策のほうを練るということで、来年

度いっぱいぐらいでまとめるということで言っているので結構長い目で見な

くてはならないのかなと。 

 本年度は１１月にまた政令市の会議があり、そこで恐らく中心的な話題にな

ると思うので、またこれを今後決めていただく。１８歳成人とするといっても、

受験の真っただ中で出席率がちょっと見込めないのではとか、２０歳の集いと

いっても、今までは成人を祝う、励ます会であったが、ちょっと名目としては

ずれてしまうなと。 

 もう主催はこちら自治体に任せられているので、政府としてはここでやりな

さいということは決められないとされている。１８歳、２０歳、それ以外にも

いろいろ違う可能性も今後自治体のほうと連携をとりながら方向は決めてい

こうと思っている。どちらの可能性もまだあると思っている。 

○ 検討課題が多いと思うが、実行委員会方式にするのであれは、高校３年生と

いうのはなかなか難しいところもあると思う。 

○ 実質的にはもう実行委員は２０歳１８歳と合わせてになると厳しいので、も

う式典のみという形になるかなと思っている。今のところ２０歳の集いの方向

なのかなと考えている。 

 本当にいろいろ方向がまだ定まってないので、今年度中には当課、局として

こちらの方向でいきたいというのをまとめていきたいなとは考えている。 

○ ４番のめだかの学校環境まつりを少し教えていただきたい。 

○ めだかの学校の環境まつりだが、今年は１，０００人の方にお越しいただい

た。開館３０周年の記念行事として自然と人との繋がりと共生ということでや

っている。 

アマゴのつかみ取りであるとか、そういったものが主立ったものである。あ

と、生き物コーナーということで、旭川のミニ淡水魚水族館とか体験コーナー、

ストーンイベントということで、旭川の石に思い思いの絵を描こうというよう

なコーナーとかをやっている。 

○ 入場者数１，０００人はすごく多いなと思ったが、めだかの学校は比較的規

模の小さい施設だが、どういう形でこれだけのことを行われたのか。 

○ めだかの学校の中庭を主に規模の大きいコーナーを実施するのに使用した

りした。 

○ 広報とかというのは、どういう形でされたのか。 

○ 市内の学校のほうにパンフレットをお配りして周知を図った。また、ホーム

ページ等にも掲載して周知を図った。 

○ これは新聞に掲載されたな。開催前だったか、後であったか。 

○ 開催後に、記事が出ていたと思う。 
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 それでは、事業報告を終わる。 
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○ ただいまから６月岡山市教育委員会定例会を開会する。 

○ 本日は傍聴希望者が１名。入室してもらってよいか。 

○ ＜承認＞ 

○ 日程第１、会期について、本日１日限りとしてよいか。 

○ ＜承認＞ 

○ 日程第２、５月の定例会の議事録があるので順次ごらんいただき、問題がな

ければ署名願う。 

○ ＜承認＞ 

○ それでは、議事に入りたいと思うが、その前に会議の公開、非公開について

諮りたい。日程第５の第１７号議案、第１８号議案及び第１９号議案は、附属

機関等の委員の任命に関する事項として、会議規則第７条第１項第２号に該当

するため非公開としたいと思うが、委員の皆様、いかがか。 

○ ＜承認＞ 

○ 日程第５の第１７号議案、第１８号議案及び第１９号議案は、非公開と決定

する。 

○ 続いて、日程第４第１７号議案をスポーツ振興課から説明願う。 

○ 報告第１７号、専決書類の報告についてご説明する。 

 お手元の資料１０ページをごらんいただきたい。 

 平成３０年度岡山市一般会計補正予算（第１号）案のうち、スポーツ振興課

分の教育費予算案への同意について、教育委員会に付議する時間的余裕がなか

ったため、平成３０年６月５日に専決処理したものである。 

 資料２ページをごらんいただきたい。 

 内容は、保健体育費、体育振興費のうち、学校体育施設開放事業に係る平津

小学校運動場に夜間照明を設置するため、５，２００万円を増額補正するもの

である。 

 補正額５，２００万円の内訳としては、測量委託料１００万円、工事請負費

５，１００万円である。補正後の額は６，４５０万円となる。 

 資料３ページに事業内容、補正理由等を記載してある。地元から要望いただ

いていた平津小学校運動場の夜間照明について、平成３０年４月２０日付スポ

ーツ振興くじ助成金が採択されたため、６月補正にて予算要求を行うものであ

る。 

 説明は以上である。ご審議の上、ご承認いただくようお願いする。 

○ 何かご質問やご意見はないか。平津小学校の夜間照明設置である。 

○ 夜間照明は大体何機ぐらい平津小学校の場合つけるのか。 

○ ６機ぐらいである。１つの棟に６機ぐらいＬＥＤがつく予定である。 

○ 平津小学校はそんなにも広い運動場ではないと思うが。普通広さであったよ

うに記憶しているが。６機というと多い方か、平均的か。 

○ 平津小学校の運動場は１ヘクタールぐらいはあると思う。これから調査をし

てみないと分からないが。 

○ では６機が普通ぐらいの規模なのか。 

○ ５機になるか６機になるか、調整をしてみないと断言はできないが、そのく

らいの灯数になると思う。 

○ 意外と高価なものだな。夜間照明の価格とは、あのようなものか。 

○ チューブを埋めないといけないので、費用が１灯１，０００万円弱ぐらいに



 

藤原委員 

石井委員 

 

スポーツ振興課課

長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石井委員 

塩田委員 

 

 

スポーツ振興課長 

 

 

 

 

塩田委員 

 

スポーツ振興課長 

教育長 

全委員 

教育長 

 

 

なる。 

○ 簡単に倒れてはいけないので、それは安全性が第一である。 

○ 夜間照明の利用の目的と、今回平津小学校につけるというところの優先度の

高さについて教えていただければと思う。 

○ どのくらい利用されるかというのは、ｔｏｔｏの振興基金の助成金の関係が

あり、年間の利用者数が６，０００人以上で延べ利用回数が１００回以上とい

うことになっており、中学校区に１つ設置するというようなルールが２４年度

まではあったのだが、２５年度に改正され、それにはこだわらないということ

で、ｔｏｔｏの振興基金の助成金が見込めることは当然ある。今回は補正予算

で使用させていただくが、利用回数が見込めることと、周辺住民の方の同意が

得られることという条件がある。夜間照明なので暗いところでＬＥＤがつく

と、明る過ぎて生活に支障があったり、稲の作が少し悪くなるということもあ

るようで、目に見えて悪くはならないようなのだが、若干農作物に被害がある

というのもあり、周辺住民の同意をとれることも必要となっている。 

 それで、今年度の場合は、その同意がとれた条件が合ったところが平津小学

校１校であったので、ｔｏｔｏ振興基金の助成金が年間１カ所しか使えないの

で、ちょうど平津小学校が優先的というか、条件に合ったのがそこだけであっ

たので、平津小学校になった。 

 それから、学校側の事業で広く一般の方にも学校を開放してスポーツをして

いただこうということで、夜に照明をつけてしていただくということで、そう

いった目的がある。 

 以上である。 

○ よくわかった。 

○ 年間の施設利用が１００回以上ということで、結構頻繁に利用されているの

だなと思ったのだが、例えばその維持管理というところなのだが、どういう形

でされるのか。 

○ 維持管理については、スポーツ振興課で担当し、利用料金についてはスポー

ツ振興課のほうに１時間１，０２０円いただき、ＬＥＤなので球切れというの

はあまりないと思っているが、ハロゲンのものであればやはり球切れ等かある

ので、高所作業車を手配してスポーツ振興課で修繕等対応している。 

 以上である。 

○ 基本的にはスポーツ振興課で一元化して、市内のこういったものは管理をさ

れているということだな。 

○ そうである。 

○ それでは、報告第１７号を承認してよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ では、報告第１７号を承認する。 

 以上で公開議案の審議は全て終了する。 

 次、非公開の審議に移るので、関係者以外の方は退席をお願いする。 

傍聴の状況 

  報       道                   １名 

  一       般                   ０名 



平成３０年６月 岡山市教育委員会定例会（非公開） 会議録 

１ 開 催 日  平成３０年６月２６日 （火） 

２ 開 会 及 び 閉 会 

 開  会      １４時 ２５分 

 閉  会      １４時 ４０分 

３ 出 席 委 員 

教 育 長 菅  野  和  良 

委 員 塩  田  澄  子 

委 員 藤  原  佳 代 子 

委 員 石  井  希  典 

委 員 妹  尾  直  人 

４ 会 議 出 席 者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 安 田 充 年 教育次長 三 宅 泰 司 

次長（教育総務部長兼務） 吉 實 達 男 学校教育部長 岡 林 敏 隆 

生涯学習部長 重 松 浩二郎 
参事

(教育企画総務課長事務取扱) 
村 田   守 

参事 

(生涯学習課長事務取扱) 
石 井 敏 郎 指導課教育支援担当課長 服 部 道 明 

保健体育課長 山 田 裕 史 生涯学習課課長代理 田 中 光 彦 

事務局（教育企画総務課課長補佐） 生 田 裕 宣 事務局（教育企画総務課副主査） 中 村 陽 子 

５ 議題及び結果 

第 17  号議案 

第 18  号議案 

第 19  号議案 

岡山市問題行動等対策委員会委員の委嘱について 

岡山市学校給食運営検討委員会委員の委嘱について 

岡山市社会教育委員の委嘱について 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

 


